
檻の中のライオン 
講演会 inねむろ 

 5月 11日、根室市総合文化会館において、「檻の中のライオン 講演会 inねむろ」が、

実行委員会の主催、ねむろ「九条の会」の後援で行われました。 
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講
師
は
、
ひ
ろ
し
ま
市
民

法
律
事
務
所
所
長
で
弁
護
士

の
楾
大
樹
（
は
ん
ど
う
た
い

き
）
氏
。
氏
は
、
憲
法
書
と

し
て
異
例
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー 

 

と
な
っ
た
『
檻
の
中
の
ラ
イ
オ

ン 

憲
法
が
わ
か
る
４６
の
お

は
な
し
』
や
『
け
ん
ぽ
う
絵
本 

お
り
と
ラ
イ
オ
ン
』
の
著
者
で

す
。
ま
た
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン 

第２１３９号 

２０２５年５月１８日 

日本共産党根室市議団 

根室市宝林町４－２０３ 

TEL ２３－６０２３ 

FAX ２４－１６８４ 
上写真は楾大樹氏による講演の様子 

講
演
は
、
市
民
だ
け
で
な
く

小
中
高
校
・
大
学
や
自
治
体

等
も
主
催
し
、
全
国
で
千
二

百
回
以
上
開
催
さ
れ
て
お

り
、
楽
し
く
わ
か
り
や
す
い

と
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
根
室
で
の
講
演
会
に

は
、
根
室
市
民
だ
け
で
は
な

く
、
別
海
町
、
中
標
津
町
、

弟
子
屈
町
な
ど
か
ら
４０
名
を

超
え
る
方
々
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

講
演
は
、
ラ
イ
オ
ン
を
国

家
権
力
、
檻
を
憲
法
に
例
え
、

「
な
ぜ
憲
法
を
学
ぶ
の
だ
ろ

う
？
な
ぜ
憲
法
が
あ
る
の
だ

ろ
う
？
」
を
柱
に
、
三
部
構

成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
「
ラ
イ
オ
ン
を

檻
に
入
れ
よ
う
」
で
は
、
天

賦
人
権
（
憲
法
１１
条
、
同
９７

条
、
以
下
同
じ
）
で
「
人
権
」

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
個

人
の
尊
重
（
１３
条
）
が
一
番

大
事
な
条
文
で
、
個
人
の
た

め
に
国
家
が
あ
る
こ
と
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
う
え
で
、
権
力
が
濫

用
さ
れ
て
き
た
過
去
の
歴
史

の
反
省
か
ら
、
立
憲
主
義
に

基
づ
き
ラ
イ
オ
ン
を
檻
の
中

に
入
れ
る
こ
と
、
国
民
主
権

（
前
文
、
１
条
）
に
基
づ
き 

檻
を
作
る
の
が
私
た
ち
で
あ

る
こ
と
、
民
主
主
義
（
１５
条

な
ど
）
に
基
づ
き
ラ
イ
オ
ン

を
選
ぶ
の
も
私
た
ち
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま

し
た
。 

 

次
に
「
檻
で
何
を
守
る
？
」

で
は
、
平
和
主
義
（
９
条
）

で
ラ
イ
オ
ン
が
勝
手
に
戦
争

を
は
じ
め
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
こ
と
。
基
本
的
人
権
（
自

由
権
）
で
ラ
イ
オ
ン
に
放
っ

て
お
い
て
も
ら
う
権
利
＝
自

由
に
思
い
、
考
え
、
意
見
を

言
う
こ
と
が
で
き
る
権
利

（
１９
条
、
２０
条
、
２１
条
、
２３

条
）、
自
由
に
経
済
活
動
が
で

き
る
権
利
（
２２
条
、
２９
条
）

人
身
の
自
由
（
１８
条
、
３１
条
、

３３
～
３９
条
）
、
婚
姻
の
自
由

（
２４
条
）
が
あ
る
こ
と
。
さ

ら
に
基
本
的
人
権
（
社
会
権
）

で
ラ
イ
オ
ン
に
助
け
て
も
ら

う
権
利
＝
生
存
権
（
２５
条
）
、

教
育
を
受
け
る
権
利
（

２６

条
）
、
勤
労
権
（
２７
条
）
、
労

働
基
本
権
（
２８
条
）
が
あ
る

こ
と
を
解
説
さ
れ
た
上
で
、

戦
前
、
戦
中
に
は
こ
れ
ら
の

権
利
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

終
わ
り
に
「
檻
を
壊
さ
れ

な
い
た
め
に
」
で
は
、
権
力

分
立
（
立
法
権
４１
条
、
行
政 

権
６５
条
、
司
法
権
７６
条
）
で

３
頭
の
ラ
イ
オ
ン
が
監
視
し

合
う
シ
ス
テ
ム
、
公
務
員
の

憲
法
尊
重
擁
護
義
務
（
９９
条
）

で
ラ
イ
オ
ン
は
檻
の
中
に
い

な
い
と
ダ
メ
と
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
最
高
法
規
性
（
９８

条
１
項
）
で
は
檻
か
ら
出
た

ラ
イ
オ
ン
の
言
う
こ
と
は
聞

か
な
く
て
よ
い
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
安
倍
首
相
以
降
の

自
民
党
政
権
が
憲
法
違
反
を

繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
を
紹

介
し
、
国
民
の
不
断
の
努
力

（
１２
条
）
つ
ま
り
、
私
た
ち

が
ラ
イ
オ
ン
と
檻
に
関
心
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
主
権

者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

主
権
者
と
し
て
の
資
質
を
身

に
つ
け
る
努
力
を
す
る
、
す

な
わ
ち
〈
知
る
〉
＝
ニ
ュ
ー

ス
に
関
心
を
持
つ
。
憲
法
や

時
事
問
題
を
学
ぶ
。
〈
考
え

る
〉
＝
自
分
の
頭
で
主
体
的

に
考
え
る
。
情
報
の
真
偽
も

自
分
で
考
え
る
。
〈
行
動
す

る
〉
＝
自
分
の
意
見
で
述
べ

る
。
理
性
的
に
議
論
す
る
。

選
挙
で
投
票
す
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。 

 


